


安全にお使いいただくために必ずお読みください
この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未
然に防ぎ、本商品を安全にお使いいただくために、趣 賀
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解
してから本文をお読みください。
本書を紛失または損者
亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

従って正しい取り扱いをしてください。

●本商品の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。
This telephone system is desig
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お
手
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基
本
的
な
使
い
か
た

お手持ちの電話機を接続して利用するには
SL-7号通報装置本体には、お手持ちの電話機が接続できます。（E用し
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オプションを接続して使うには
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ョ
ン
を
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続
し
て
使
う
に
は

SL-6号電話機からでも、緊急通報や相談電話がかけられます。
また、かかってきた電話を受けたり、接続しているSL-7号通報装置
やハンドフリーボックスを呼び出すこともできます。
● SL-6号電話機の詳しい使いかたについては、「SL-6号電話機（オプション）を活用する」
（EP43）を参照してください。

からだの調子が悪いときなどに、登録してある緊急連絡先に通報でき
ます。
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各部の名前とはたらき
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①
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方法①SL-6号電話機（オプション）で登録・設定をする

設
定
と
接
続
方
法
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方法②SL-7号通報装置で登録・設定をする

年 月 日 時 分

ワ ン �
ポイント�
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方
法
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システムデータ設定一覧

設
定
と
接
続
方
法

シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
設
定
一
覧

P01

システムデータ番号
（初期値＊1） 項目 設定内容 初期値 ユーザ設定

値

方
で
登
録
す
る

通
報
方
式

＊1：初期値は、システムデータ番号ごとの初期状態での値です。
＊2：設定した値を書き込んでおくと便利です。

P02 通報先の電話番号（最大16桁）を登録する
─

通報先2 通報先電話番号
通報のしかたを通報方式番号（A0～A3）
で登録する

通報方式

P03 通報先の電話番号（最大16桁）を登録する
─

─
通報先6 通報先電話番号

通報のしかたT钄を登録する
─

P06

P12 通報先の電話番号を登録する
117A1

通報先14 通報先電話番号
通報のしかたを通報方式番号（A0～A3）
で登録する

通報方式

P11 通報先の電話番号（最大16桁）を登録する
─

通報先11 通報先電話番号
通報のしかたを通報方式番号（A0～A3）
で登録する

通報方式
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付録 索引
声や呼び出し音を調節するには
（SL-6号電話機）……………………50
故障かな？と思ったら ………………<孅送話口（SLカードケース（SL-6号電話機）…………………45,57カードケースおさえ（SL-6号電話機）…………………45,57
各部の名前とはたらき
（SL-6号電話機）……………………46
壁掛け金具 …………………………14,17
壁掛けにして使うには ………………17
壁掛け用ネジ ………………………14,17
乾電池をセットする（停電用）………18
キャッチボタン
（SL-6号電話機）…………………46,59
キャッチホンを受ける
（SL-6号電話機）……………………59
緊急通報するには ……………………20

緊急通報するには（SL-6号電話機）…38
緊急通報するには
（ハンドフリーボックス） …………35
緊急通報するには
（ワイヤレスリモートスイッチ）……34
緊急通報優先機能 ……………………28
警報音量ボリウム ……………………15
高音域スイッチ
（SL-6号電話機）…………………47,50
声や呼び出し音を調節するには ……22





一般電話回線または構内交換機の内線使用回線
ダイヤル方式
異常入力
通報宛先
通報方式
電源

寸法・質量
消費電力

動作温度、湿度

DP（10 PPS/20 PPS）または、PB
非常、センサ類4入力、ワイヤレス受信機入力
13グループ、14宛先
音声合成方式、PB信号方式、PB信号+音声合成方式
AC100 V±10 V 50/60 Hz 予備電源：アルカリ単3乾電池（8本）

幅約210 mm×奥行き約152 mm×高さ約52 mm
約0.9 Kg（電池を含む）

最大約12 W

0～40 ℃、20～90 ％以下（結露しないこと）

付
　
録

付
録
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付録仕様
●仕様

付録
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